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　編集者 の D ，S．　Heiler は Oo ［umbia 大 学産婦人科 の assistant 　professO 「で あ る が，産

婦人科病理学とくに子宮内膜の臨床病理を専門 に研究 して きた．本書では ， 彼女をは じめ

OOIur∩bla大学を中心に 5人の著者によ っ て ，産婦人科臨床に鈔要なあら ゆる 角度から 子

宮内膜の生理，病理が解説されて いる．ます， 産婦人科独特の 子宮内膜の特徴が ， 超音波

所見 ， 子筥鏡所見など 臨床的な 見地か ら解説され て〔、 丶る．後半で は，正常子宮内膜はもと

より，en，　dometriai 　 hypero，　lasiaから endometdal 　 oarcinOma まで各種の病的子 宮内

糢 の 病 理 組 織所 覓 が，実 際 の 組 織 写 真 を 示 し て ，懇 切 丁 寧 に 解 説 さ れ て い る．

nyperp ！asla などそ の取扱い に注意 が必要な疾 患で は，1台療法や取扱いなどにつ いて も詳

しく解説され ている．また ， 各種 hopmone による子宮内膜の 変化などにつ いて も実際的

に解説され て い る の で ， 近年増加 し て き た HRT な どに際 し ても参考にな る．何 よりも ，

超音波所 見に し て も ， 病理組織所見に して も ， 実際の写真を多数用い てい るの で ， 研修医

が哭際臨床の場で 症例の取扱いをする t で参考 に なる一冊で あるとい えよう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都大学医 学部媾人科産科勘教授　佐川　典正
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　　L
　今や子宮腟部スメアはわが国でも各自治体を中心に，主に30歳以上の女性を対象に大が

か りな癌検診事業の
一

つ と して定着して いる．

　腟部スメア に関する興 昧は，前癌 段階と して の頚部 dysplasia の分類な どか ら ， 今 El

で は頚癌との関連から HP ＞ 効果に穆 っ てい る ．また，診断や治療をで きる 隈り一元化さ

せるべく アブロ
ーチの

一
つ として ， 診断用語の 簡略化がすすん でい る よう である．われ わ

れ は子宮頚部の 悪性変化を細胞スメアの所見 に対応 して よりよく理解 してゆくためには，

新 し い 所見や概念 との 関連付け は重要で あ り ， HP ＞ や頚癌の 発癌遺伝子と の 関係 を研 究

してゆく限 り生じて〈 るも ので ある ．

　 したが っ て ， 本書で は婦人科医や 病理 専門家に頚 部上皮の癌や悪性変化 などにつ いて ，

基本的な形態学所見の紹介の みな らす， HP ＞ による影響や病理学者との間の溝を埋める

努力の結果と して提唱されて いる Bethesda の分類を取 り上げ，従来の 見解と 関連付 け

て解説 している ．

　本書は B5 版，全 ア章，256貸か らな り ， ます基本 的な細胞形態学を論 じ，続い て上皮

内癌や HPV 感染を含む 頚部浸潤癌［こつ いて 述べ ， 浸潤癌へ の前段階 と しての atyDlcal

differentiation　［Z も重点をおい て記載 して い る．また，最後には頚部腺癌や ， 組織生検
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・細胞診試料の種々の問題点にまで追求している、総 じて，載せてい る写真も形態学を理

解 しや すくするために ， 鮮明なもの を豊富に用いて お り ， 嘩さ も手頃なもの と いえ よ う．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都府立医科大学産婦人科助教授　山本　宝
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　婦人科で は ， 骨盤外科ともいわ れる よ う に ， 子筥癌や卵巣癌な ど骨盤内臓器 の疾患の外

科的治療が中心 となる ことから，それら にともなう周辺組織の損傷など，様々 な合併症 が

発生する ．したが っ て ， 婦人科臨床を行うに あた っ て は ， 手術の術式を習得する だけ でな

く ， これらの 手術療法［こと T なっ て発生 ¢ る 各種の合併症あるい は副損塲を，その発生機

序や治療法を含めて十分に理解してお くこと が必須 とい える．本書で は ， 循環器 系 ・呼吸

器 系 ・造血器 系など麻酔や手術操作 ［こ こ も な う
一般的な合併症 は 勿論，婦人科 の 手術に つ

きものの 尿路系の合併症やリンパ簪系の合併症に つ いて も詳細 に解説さη て いる ．尿管や

膀胱の損傷 ［こ つ いて はそ の修復手技を図解 し て ， 実際的な取扱い を解説して いる．また ，

広汎子宮全摘術などに関 しても ， 胃盤 内の神経支配から図解 し， 膀胱障害や廼場障詈を い

かに少なく するかが解説され ている．

　このよ う［こ ， 本書は研修医だけでな く実際の臨床に携わる すべ て の産婦 人科医にと っ て

参考と なる情報を満載 してお り，本棚に備えるべき参考書の
一

つ で あるといえよ う．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都大学医学部婦入 科産科助教授　佐嬉　典蛋

鑠繼懇韆 驟 灘 獄 爨難靉覊韆
JBLiDDIncott 　Co。 畢2臨230
　　　　　（医 学奮 院 ・洋醤 部調べ ）

　本書の編者は二人とも泌尿器 科医で ある が ， 各項目の 執筆者に は泌尿器 科医 の ほか に産

婦人科医も加わ り，総計584頁［こもおよぶ立派な書物である．

　われわ れ 産婦人科医はとも すれば， 色々な泌尿婦人科学の問題につ いて ， 知識の不十分

さゆえ，このまま非手術的にすすめてよい もの か，手術を行うかの選択にしばしば戸惑う

こ とがある．した がっ て ， 泌尿器系の悩みを抱える女性患者の不 安をよりよく解消してい

くには，産婦人科 医自らが泌尿婦人科学の分野にも興味を持ち ， 研究や教育を行 っ てゆく

こ とが大切 であ る．幸い にも ，

一方で はこの分野の必要性や，さらに発展さ せていく努力

の必要性が，多くの臨床家の間で理解され ているの も事実で ある．これから の高齢化社会

を考える と ， 泌尿婦人科学は女性の健康維持には欠かせ ない領域といえる．

　こ の書物 は，われわれ産婦入科医が理解を深めて いくことが今後必要 とされ る女性の泌

尿器 学に つ いて ， 隈な く review して い る．また ，本書は女 lll生が 直面 する種々 の疾 患や問

題につ い て，解剖，病態生理学の 面より理解 しや すい よう論理的に解説 して い る．8章か

ら構成され ており ， 内容は   解剖と生理学，  排尿筋と失禁，◎尿道失禁，  膀胱 ・性器

脱の処置，  泌尿器生殖器 の損傷 ， ◎膀胱腔瘻 ，   緊急 ， かつ しばしばみ られ る症状など

の項 目に分け て論じてい る．とく 1こ， 読者が理解 をしやすい よう shema が随所に取 り入
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